
平成 29年度 佐賀県教育センター 小学校社会科教育 

授業の見直しと質的改善を図るための手立て-1 

２(2) 授業の見直しと質的改善を図るための手立て 

日々の授業において「主体的・対話的で深い学び」の視点を基に質的改善を図るためには、どうす

ればよいでしょうか。「対話的な学びが大切だから、話合いをさせよう」「ペア学習とグループ学習を

させてみよう」という声を聞くことがあります。授業の中に話合いを取り入れれば、「対話的な学び」

は実現するのでしょうか。今回の学習指導要領の改訂に際して、（『幼稚園、小学校、中学校、高等学

校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善及び必要な方策等について（答申）』）には、「主体的・

対話的で深い学び」について、「形式的に対話型を取り入れた授業や特定の指導の型を目指した技術

の改善にとどまるものではなく、子供たちそれぞれの興味や関心を基に、一人一人の個性に応じた多

様で質の高い学びを引き出すことを意図するものであり、さらに、それを通してどのような資質・能

力を育むかという観点から、学習の在り方そのものの問い直しを目指すものである」(1)と示されてい

ます。日々着実に行われてきたこれまでの授業を否定するということではなく、これまで以上に質的

に高めていくことが求められているということです。新学習指導要領で示されている「主体的・対話

的で深い学び」の視点からの質的改善とは、言い換えると、これまで「無自覚に行ってきた（自然と

成果が出ていた手立て）」や「よいと言われる、思われる手立てを無自覚に行ってきた自身の授業」

を「『主体的・対話的で深い学び』とはどういう学びか」「目の前の児童にどのような資質・能力を身

に付けたいのか」を「自覚」して、授業を改善するということだと考えます。 

以上の考えを踏まえ、本研究委員会では、個々の教師が、児童の実態と自身の授業の実態を十分に

把握した上で、授業の質的改善を図ることが大切だと考えます。児童の実態は、学校、学年、学級に

よって違っており、個々の教師の指導も同様に違っていると考えるからです。目の前の児童の実態

は、日々の教師の指導の結果であるという考えの下、本研究委員会では、授業の質的改善の手順を図

１のように考えました。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次の授業や単元  ※授業や単元終了後、手順１、手順２に戻る。 

手順１「児童の実態を 

資質・能力の面から捉える。」 

〇日常の授業の様子及びワーク

シートやノートなどの記述 

○授業記録（ビデオ等） 

○実態調査（佐賀県小・中学校学

習状況調査【12月調査】） 等 

手順３ 「日々の教師の指導の実態を『主体的・対話的で深

い学び』の視点から見直し、改善できることはないか考える。 

○教具、発問計画、板書のイメージ図 

〇授業記録（ビデオ等） 

○研究授業、授業研究会 

手順２「児童の実態を『主体的・対話

的で深い学び』の視点から捉える。」 

〇日常の授業の様子及びワークシートや

ノートなどの記述 

○授業記録（ビデオ等） 

○実態調査（佐賀県小・中学校学習状況調

査【12月調査】） 等 

 

手順４ 「授業で取り入れる改善策、または意識することを考える。」 

「主体的・対話的で深い学び」の視点から、授業に取り入れる手立てや意識することを考える。 

児童の実態 

図１ 授業の質的改善の手順 

 

※ 図中の〇は、実態を把握する方法を示している。 
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本研究では、前頁図１の手順に沿って、日々の授業の質的改善を無理なく進めることができるように、

手引きを作成しました。授業の質的改善を行うには、児童の実態把握を十分に行うことが必要です。手引

きには、社会科、地理歴史科、公民科における学習過程のイメージ（図２）を基に、それぞれの学習過程

「課題把握（動機付け、方向付け）」「課題追究（情報収集、考察・構想）」「課題解決・新たな課題（まと

め・振り返り）」における児童の具体的な姿を整理しました。具体的には、各学習過程の中に 2(1)新学習

指導要領に関わる理論研究で捉えた「育成を目指す資質・能力」に基づく児童の姿と「主体的・対話的で

深い学び」の視点に基づく児童の姿を起こしました（次頁図３）（次頁図４）。手順１では、図３の手引き

を使って、児童の実態を資質・能力の面から捉えます。手順２では、図４の手引きを使って、児童の実態を

『主体的・対話的で深い学び』の視点から捉えます。手順３と手順４では、図５の手引きを使って、日々の

教師の指導の実態を『主体的・対話的で深い学び』の視点から見直し、改善できることはないかを考え、

授業で取り入れる改善策または意識することを決定します。その後、改善策を取り入れた授業を行った結

果、児童がどのように変容したかを、手順１と手順２に戻って見取ります。手順１から手順４を日常的に

繰り返していくことで、教師の授業が質的に改善され、その結果、児童に三つの資質・能力が育成されて

いくと考えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

図２ 社会科、地理歴史科、公民科における学習過程のイメージ(2) 
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手順１【児童の実態を資質・能力の面から捉える。】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

   図３ 各学習過程において育成をめざす資質・能力を整理したもの（手引き_手順 1） 

     ＊「学びに向かう力、人間性等」については、学習活動における評価の観点「主体的に学習に取り組む態度」として表す。 
 

 

手順２【児童の実態を「主体的・対話的で深い学び」の視点から捉える。】 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  図４ 「主体的・対話的で深い学び」の視点から捉えた児童の姿を整理したもの 

（手引き_手順２） 
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手順３・手順４【日々の教師の指導の実態を「主体的・対話的で深い学び」の視点から見直し、改善でき

ることはないか考え、授業で取り入れる改善策、または意識することを決定する。】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  図５ 各学習過程において取り入れたい手立て（手引き_手順３・手順４） 

 

 

 

 

手引きの詳しい使い方は、こちらから⇒      
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